
キャビネット 
※手ブレやピンボケのないように撮影してください。 

商品・部品特定のための「現場撮影   」・「採寸  」ポイント 

事例：取手の場合 事例：蝶番の場合 

キャビネット全体を撮影してください。 ※下記のように、故障部位を接写し、故障部品を丸で囲んでください。 

故障部位 全体情報（品番表示位置） 故障部品 詳細情報 

事例：棚板の場合 事例：レールの場合 
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邸No＆キッチン全体情報 
※邸Noがない場合はキッチン全体情報が必須です。 

邸No 

キャビネット側板に貼付してある検査証を撮影してください。 
検査証は年代により表示が異なります。 

側板 

側板 

①キッチン全景 

キッチン全体情報 

採寸ポイント 

②シンク全景 

邸No表示のない 
検査証では品番等が 
シリーズの特定に 
有効です。 

③ 

I型・ペニンシュラ型・アイランド型 
 

L型 

① 

② 

① 

② 

④ 

  全型共通 
（カウンター高さ）   

高さ 

①：      mm 

②：      mm 

③：      mm 

④：      mm 高さ：       mm 

全体の撮影が難しい場合は 
分割で撮影してください。 


